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サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
特
性
飯
盛
信
男
鈴
木
和
雄
、
阿
部
浩
之
、
森
田
成
也
の
三
氏
は
最
近
、
接
客
労
働
、
感
情
労
働
、
熟
練
形
成
労
働
を
分
析
し
、
い
ず
れ
も
対
人
サ
ー
ビ
ス
の
労
働
過
程
で
は
人
間
そ
の
も
の
が
労
働
対
象
・
原
料
に
な
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
登
場
し
た
「
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
形
成
説
」（
代
表
は
斎
藤
重
雄
氏
）
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
鈴
木
、
森
田
、
斎
藤
氏
の
説
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
本
誌
四
三
巻
五
号
、
四
二
巻
六
号
、
四
三
巻
二
号
で
検
討
を
加
え
た
。
サ
ー
ビ
ス
経
済
を
め
ぐ
る
論
争
は
生
産
的
労
働
論
争
か
ら
始
ま
っ
て
価
値
形
成
労
働
論
争
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
労
働
過
程
特
性
の
解
明
は
最
後
ま
で
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
っ
た
。
三
氏
に
よ
る
新
説
提
唱
は
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
論
を
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
労
働
過
程
論
の
次
元
で
も
深
め
て
ゆ
く
契
機
と
な
ろ
う
。
小
論
で
は
、
斎
藤
氏
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
形
成
説
」
を
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
お
け
る
労
働
過
程
の
具
体
的
分
析
へ
ま
で
精
緻
化
し
た
櫛
田
豊
氏
の
説
に
も
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
う
え
で
、
拙
著『
サ
ー
ビ
ス
産
業
論
の
課
題
』（
同
文
館
・
一
九
九
三
年
）で
示
し
た
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
特
性
に
つ
い
て
の
私
見
と
の
対
比
の
な
か
で
、
人
間
そ
の
も
の
を
労
働
対
象
と
み
な
す
見
解
の
誤
り
を
指
摘
し
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
価
値
形
成
説
‖
有
用
効
果
生
産
説
の
正
当
性
を
説
く
。
な
お
最
後
に
、
生
産
的
労
働
論
の
意
義
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。
ま
た
?
追
記
?
の
な
か
で
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
実
態
分
析
に
か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
。
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も
く
じ
第
一
節
人
間
を
労
働
対
象
・
原
料
と
み
な
す
見
解
?１
?
鈴
木
和
雄
、
阿
部
浩
之
、
森
田
成
也
氏
の
主
張
?２
?
労
働
力
商
品
擬
制
説
と
の
不
整
合
第
二
節
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
人
間
に
対
象
化
さ
れ
労
働
力
を
生
産
す
る
と
い
う
説
?１
?
斎
藤
重
雄
氏
の
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
形
成
説
?２
?
櫛
田
豊
氏
に
よ
る
資
本
・
賃
労
働
の
循
環
定
式
?３
?
斎
藤
・
櫛
田
説
の
誤
り
第
三
節
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
特
性
?１
?
長
田
浩
氏
に
よ
る
分
析
?２
?
労
働
過
程
の
三
類
型
第
四
節
サ
ー
ビ
ス
労
働
価
値
形
成
説
の
立
場
?１
?
サ
ー
ビ
ス
論
争
の
推
移
?２
?
冒
頭
商
品
論
と
有
用
効
果
生
産
説
?３
?
生
産
的
労
働
論
の
意
義
?
追
記
?
?１
?
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
実
態
分
析
に
つ
い
て
?２
?
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
虚
実
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第
一
節
人
間
を
労
働
対
象
・
原
料
と
み
な
す
見
解
?１
?
鈴
木
和
雄
、
阿
部
浩
之
、
森
田
成
也
氏
の
主
張
鈴
木
和
雄
氏
は
、
経
済
理
論
学
会
『
経
済
理
論
』
四
五
巻
四
号
、
四
七
巻
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
稿
の
な
か
で
、
米
国
の
社
会
学
分
野
で
展
開
さ
れ
た
議
論
の
紹
介
を
も
と
に
、
労
働
者
統
制
・
経
営
労
務
の
分
野
で
の
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
独
自
性
を
検
討
し
て
い
る
。
鈴
木
氏
は
対
人
サ
ー
ビ
ス
を
接
客
労
働
と
呼
び
、「
接
客
サ
ー
ビ
ス
労
働
過
程
の
最
大
の
特
徴
は
、
接
客
労
働
で
は
労
働
対
象
が
顧
客
と
な
る
点
に
あ
?１
?る
?
と
す
る
。
ま
た
、
接
客
労
働
で
は
顧
客
が
労
働
者
の
「
労
働
対
象
」
に
な
る
（
Ｎ
・
グ
レ
イ
ザ
ー
）、
あ
る
い
は
顧
客
が
労
働
過
程
の
「
原
料
」
に
な
る
（
Ｒ
・
ラ
イ
ド
ナ
ー
）
と
い
う
説
を
受
け
入
れ
て
い
?２
?る
。
鈴
木
氏
の
強
調
点
は
、
接
客
労
働
者
が
顧
客
に
対
し
て
働
き
か
け
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
労
働
者
と
顧
客
の
相
互
行
為
（interaction
）
の
形
を
と
る
た
め
、
労
働
過
程
へ
の
参
加
者
の
関
係
は
、
製
造
業
の
ば
あ
い
の
よ
う
に
管
理
者
、
労
働
者
の
二
極
関
係
で
は
な
く
、
顧
客
が
付
け
加
わ
っ
た
管
理
者
、
労
働
者
、
顧
客
の
三
極
関
係
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
鈴
木
氏
は
こ
の
「
接
客
労
働
の
三
極
関
係
」
を
も
と
に
、
一
方
で
、
労
働
者
は
接
客
サ
ー
ビ
ス
重
視
を
根
拠
に
管
理
者
の
統
制
に
抵
抗
で
き
る
と
?３
?
説
き
、
他
方
で
は
、
接
客
労
働
で
は
協
調
的
労
使
関
係
が
形
成
さ
れ
る
可
能
性
が
製
造
業
（
二
極
関
係
）
に
お
け
る
よ
り
も
高
い
と
説
い
て
い
?４
?る
。
阿
部
浩
之
氏
も
『
経
済
理
論
』
四
七
巻
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
稿
の
な
か
で
、
感
情
労
働
に
お
け
る
顧
客
を
労
働
対
象
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
政
治
経
済
研
究
所
『
政
経
研
究
』
九
六
号
で
も
氏
は
こ
の
見
解
を
示
し
て
い
?５
?る
。
阿
部
氏
は
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
な
ど
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
画
一
的
な
接
客
の
よ
う
な
感
情
労
働
と
看
護
・
介
護
職
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
き
れ
な
い
感
情
労
働
を
対
照
さ
せ
、
後
者
は
組
織
的
に
集
団
と
し
て
行
わ
れ
る
と
み
?６
?る
。
こ
こ
で
対
人
サ
ー
ビ
ス
‖
接
客
労
働
が
感
情
労
働
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
接
客
労
働
の
統
制
に
お
い
て
労
働
者
の
感
情
管
理
が
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
以
上
に
み
た
鈴
木
氏
の
接
客
労
働
、
阿
部
氏
の
感
情
労
働
に
か
ん
す
る
論
稿
の
他
に
、
最
近
、
複
雑
労
働
還
元
問
題
を
主
題
と
す
る
サービス部門の労働過程特性
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注
目
す
べ
き
著
書
を
発
表
し
た
森
田
成
也
氏
も
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
で
は
人
間
そ
の
も
の
が
労
働
対
象
に
な
る
と
み
て
い
る
（
森
田
成
也
『
資
本
と
剰
余
価
値
の
理
論
』
二
〇
〇
八
年
・
作
品
社
、
同
『
価
値
と
剰
余
価
値
の
理
論
』
二
〇
〇
九
年
・
作
品
社
）。
森
田
氏
の
説
は
、
熟
練
形
成
に
投
入
さ
れ
た
教
育
・
訓
練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
労
働
力
に
対
象
化
さ
れ
て
価
値
を
形
成
し
、
そ
の
熟
練
の
価
値
は
生
産
活
動
に
応
じ
て
生
産
物
に
移
転
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
間
そ
の
も
の
を
労
働
対
象
と
み
な
し
、
し
か
も
、
熟
練
を
一
種
の
生
産
手
段
と
み
な
す
も
の
で
あ
?７
?る
。
?２
?
労
働
力
商
品
擬
制
説
と
の
不
整
合
最
近
サ
ー
ビ
ス
労
働
論
に
つ
い
て
新
た
な
説
を
打
ち
出
し
た
鈴
木
和
雄
氏
の
接
客
労
働
論
、
阿
部
浩
之
氏
の
感
情
労
働
論
、
森
田
成
也
氏
の
熟
練
労
働
論
、
こ
の
三
者
に
共
通
す
る
も
の
は
、
対
人
サ
ー
ビ
ス
の
労
働
過
程
に
お
い
て
人
間
そ
の
も
の
が
労
働
対
象
あ
る
い
は
原
料
に
な
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
実
は
、
半
世
紀
を
こ
え
る
わ
が
国
の
サ
ー
ビ
ス
論
争
の
な
か
で
、
一
九
九
〇
年
代
に
登
場
し
た
斎
藤
重
雄
氏
ら
の
「
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
形
成
説
」
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
斎
藤
氏
ら
の
説
に
よ
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
労
働
力
と
い
う
生
産
物
を
つ
く
り
だ
す
の
で
あ
り
、
そ
の
ば
あ
い
人
間
そ
の
も
の
が
労
働
対
象
（
生
産
物
の
主
要
実
体
す
な
わ
ち
原
料
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
斎
藤
氏
に
代
表
さ
れ
る
「
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
形
成
説
」
の
問
題
点
は
次
節
で
検
討
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
鈴
木
和
雄
氏
の
接
客
労
働
論
は
氏
じ
し
ん
が
説
く
労
働
力
商
品
擬
制
説
と
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
対
人
サ
ー
ビ
ス
の
労
働
過
程
に
お
い
て
顧
客
が
労
働
対
象
あ
る
い
は
原
料
に
な
る
と
い
う
主
張
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
労
働
力
を
実
在
の
生
産
物
さ
ら
に
商
品
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。
鈴
木
氏
は
こ
の
主
張
を
受
け
入
れ
て
氏
の
接
客
労
働
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、
氏
の
最
初
の
著
作
で
あ
る
鈴
木
和
雄
『
労
働
力
商
品
の
解
読
』（
一
九
九
九
年
・
日
本
経
済
評
論
社
）
で
は
、
労
働
力
は
実
在
の
生
産
物
で
は
な
く
、
労
働
力
は
資
本
・
賃
労
働
関
係
の
も
と
で
擬
制
的
商
品
と
し
て
売
買
さ
れ
る
と
の
主
張
を
し
て
い
る
。
氏
が
立
脚
す
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る
労
働
力
商
品
擬
制
説
と
人
間
‖
労
働
対
象
・
原
料
説
と
は
両
立
し
な
い
こ
と
を
ま
ず
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
?８
?い
。
注
?１
?
鈴
木
和
雄
「
接
客
労
働
の
３
極
関
係
」、
経
済
理
論
学
会
『
経
済
理
論
』
四
七
巻
三
号
（
二
〇
一
〇
年
）、
三
六
ペ
ー
ジ
。
?２
?
鈴
木
和
雄
「
接
客
労
働
の
統
制
方
法
」、
経
済
理
論
学
会
『
経
済
理
論
』
四
五
巻
四
号
（
二
〇
〇
九
年
）、
七
八
ペ
ー
ジ
。
?３
?
鈴
木
、
前
掲
四
五
巻
四
号
、
八
六
ペ
ー
ジ
。
?４
?
鈴
木
、
前
掲
四
七
巻
三
号
、
四
三
｜
四
四
ペ
ー
ジ
。
?５
?
阿
部
浩
之
「
感
情
労
働
論
」、
経
済
理
論
学
会
『
経
済
理
論
』
四
七
巻
二
号
（
二
〇
一
〇
年
）、
六
五
ペ
ー
ジ
。
さ
ら
に
、
阿
部
浩
之
「
ケ
ア
労
働
の
理
論
的
検
討
」、『
政
経
研
究
』
九
六
号
（
二
〇
一
一
年
）、
三
〇
｜
三
二
ペ
ー
ジ
。
?６
?
同
前
、『
経
済
理
論
』
四
七
巻
二
号
、
六
六
｜
七
一
ペ
ー
ジ
。
?７
?
拙
論
「
複
雑
労
働
還
元
問
題
と
サ
ー
ビ
ス
労
働
?
森
田
成
也
氏
の
近
著
に
よ
せ
て
?
」、
本
誌
四
二
巻
六
号
（
二
〇
一
〇
年
）。
?８
?
拙
論
「
接
客
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
労
働
過
程
?
鈴
木
和
雄
氏
の
諸
論
稿
の
検
討
?
」、
本
誌
四
三
巻
五
号
（
二
〇
一
一
年
）。
第
二
節
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
人
間
に
対
象
化
さ
れ
労
働
力
を
生
産
す
る
と
い
う
説
?１
?
斎
藤
重
雄
氏
の
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
形
成
説
斎
藤
氏
の
サ
ー
ビ
ス
論
は
斎
藤
重
雄
『
サ
ー
ビ
ス
論
体
系
』（
一
九
八
六
年
・
青
木
書
店
）
で
概
要
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
は
サ
ー
ビ
ス
は
、
人
間
を
労
働
対
象
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
労
働
手
段
を
使
用
し
て
行
わ
れ
人
間
に
対
象
化
す
る
労
働
の
成
果
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、「
サ
ー
ビ
ス
提
供
‖
サ
ー
ビ
ス
労
働
対
象
（
人
）＋
サ
ー
ビ
ス
労
働
（
対
人
労
働
）＋
サ
ー
ビ
ス
労
働
手
段
」（
同
、
九
ペ
ー
ジ
）
と
定
式
化
さ
れ
て
い
る
。
『
資
本
論
』
一
巻
三
篇
五
章
一
節
「
労
働
過
程
」
で
は
、
労
働
過
程
は
労
働
と
労
働
対
象
と
労
働
手
段
の
三
つ
の
要
因
か
ら
構
成
さ
れ
、
労
働
が
労
働
対
象
と
結
合
し
て
新
た
な
生
産
物
が
う
み
だ
さ
れ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
斎
藤
氏
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
労
サービス部門の労働過程特性
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働
過
程
把
握
で
は
、
人
間
そ
の
も
の
が
労
働
対
象
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
労
働
対
象
た
る
人
間
を
加
工
し
て
労
働
力
と
い
う
生
産
物
を
生
産
す
る
。
そ
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
労
働
対
象
で
あ
る
人
間
そ
の
も
の
に
対
象
化
・
物
質
化
さ
れ
て
価
値
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
斎
藤
説
で
は
労
働
力
は
実
在
す
る
生
産
物
で
あ
っ
て
商
品
と
な
る
の
で
あ
り
、
擬
制
的
商
品
で
は
な
?９
?い
。
斎
藤
氏
は
斎
藤
重
雄
編
『
現
代
サ
ー
ビ
ス
経
済
論
』（
二
〇
〇
一
年
・
創
風
社
）
の
Ⅰ
部
一
章
で
、
労
働
能
力
の
形
成
に
入
り
こ
む
労
働
の
み
が
サ
ー
ビ
ス
労
働
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
は
労
働
対
象
た
る
人
間
と
労
働
が
結
合
し
た
成
果
で
あ
る
と
す
る
（
同
、
二
一
｜
二
三
ペ
ー
ジ
）。
Ⅱ
部
一
章
で
は
「
労
働
対
象
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
」
を
「
生
産
一
般
」
の
定
義
と
み
な
し
、
財
貨
の
生
産
で
は
労
働
対
象
で
あ
る
自
然
素
材
が
変
化
さ
せ
ら
れ
、
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
で
は
労
働
対
象
で
あ
る
人
間
が
変
化
さ
せ
ら
れ
労
働
力
が
形
成
さ
れ
る
、
と
す
る
（
同
、
一
八
七
ペ
ー
ジ
）。
斎
藤
氏
の
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
生
産
物
た
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
労
働
対
象
た
る
人
間
の
内
部
に
、
固
定
し
た
状
態
で
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
（
同
、
一
八
四
ペ
ー
ジ
）。
す
な
わ
ち
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
人
間
そ
の
も
の
に
対
象
化
・
物
質
化
さ
れ
て
労
働
力
と
い
う
生
産
物
を
つ
く
り
だ
す
。
こ
れ
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
非
有
形
的
な
使
用
価
値
（
有
用
効
果
）
を
生
産
す
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
労
働
価
値
形
成
説
に
よ
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
は
人
間
の
外
に
存
在
し
人
間
に
よ
っ
て
消
費
さ
れ
る
。
斎
藤
氏
は
斎
藤
編
『
現
代
サ
ー
ビ
ス
経
済
論
』
の
Ⅰ
部
一
章
で
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
が
価
値
を
生
産
す
る
か
否
か
の
問
題
は
「
生
産
的
労
働
の
本
源
的
規
定
の
再
?
・
見
直
し
」（
同
、
二
六
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
と
し
て
、
生
産
的
労
働
の
本
源
的
規
定
を
価
値
論
の
前
提
と
み
な
す
通
説
に
た
っ
た
う
え
で
、
現
在
で
は
サ
ー
ビ
ス
労
働
も
労
働
力
の
再
生
産
に
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
労
働
力
を
形
成
す
る
サ
ー
ビ
ス
労
働
も
価
値
を
形
成
す
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
は
す
で
に
斎
藤
重
雄
『
サ
ー
ビ
ス
論
体
系
』（
一
九
八
六
年
）
の
七
章
で
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
物
質
的
生
産
の
第
一
義
性
す
な
わ
ち
生
産
的
労
働
の
本
源
的
規
定
を
価
値
論
の
前
提
と
み
な
す
通
説
を
前
提
と
し
た
折
衷
説
で
あ
る
。
労
働
力
を
形
成
す
る
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
物
質
的
生
産
活
動
に
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
物
財
生
産
労
働
と
同
じ
く
価
値
形
成
的
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
、
長
岡
豊
『
資
本
と
労
働
』（
一
九
七
二
年
、
有
斐
閣
）、
松
原
昭
『
賃
労
働
と
社
会
主
義
』（
一
九
七
六
年
、
早
稲
田
大
学
出
版
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部
）、
置
塩
信
雄
『
現
代
資
本
主
義
分
析
の
課
題
』（
一
九
八
一
年
、
岩
波
書
店
）
に
も
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
斎
藤
氏
の
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
人
間
そ
の
も
の
に
対
象
化
さ
れ
物
質
化
さ
れ
て
労
働
力
と
い
う
生
産
物
の
価
値
を
う
み
だ
す
と
い
う
主
張
は
、『
資
本
論
』
冒
頭
商
品
論
の
物
質
化
・
対
象
化
と
い
う
価
値
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
斎
藤
重
雄
氏
は
、
生
産
的
労
働
の
本
源
的
規
定
と
『
資
本
論
』
冒
頭
商
品
論
の
「
対
象
化
・
物
質
化
」
規
定
に
つ
い
て
の
通
説
的
理
解
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
労
働
力
再
生
産
に
と
っ
て
サ
ー
ビ
ス
部
門
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
背
景
に
、「
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
形
成
説
」
を
説
き
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
労
働
力
と
い
う
生
産
物
を
つ
く
り
だ
す
の
で
あ
り
、
そ
の
ば
あ
い
人
間
そ
の
も
の
が
労
働
対
象
（
生
産
物
の
主
要
実
体
）
に
な
る
と
し
て
い
る
。
だ
が
斎
藤
氏
は
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
の
具
体
的
な
分
析
へ
ま
で
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
そ
の
作
業
は
同
じ
く
「
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
形
成
説
」
に
た
つ
櫛
田
豊
氏
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
て
い
る
。
?２
?
櫛
田
豊
氏
に
よ
る
資
本
・
賃
労
働
の
循
環
定
式
櫛
田
氏
の
説
は
、
人
間
を
労
働
対
象
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
、
消
費
活
動
を
媒
介
と
し
て
労
働
力
商
品
に
対
象
化
さ
れ
て
価
値
を
形
成
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
労
働
力
商
品
は
、
消
費
生
活
の
過
程
に
お
い
て
人
間
的
諸
能
力
を
維
持
・
形
成
し
よ
う
と
す
る
賃
金
労
働
者
の
主
体
的
な
活
動
‖
消
費
活
動
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
る
、
そ
し
て
そ
の
過
程
で
同
時
に
、
生
活
手
段
財
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
に
含
ま
れ
る
労
働
が
価
値
と
し
て
労
働
力
商
品
に
対
象
化
す
る
」（
櫛
田
豊
『
サ
ー
ビ
ス
と
労
働
力
の
生
産
』
二
〇
〇
三
年
・
創
風
社
、
九
三
ペ
ー
ジ
）。
あ
る
い
は
、「
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
対
象
と
な
る
人
間
に
対
象
化
・
物
質
化
を
す
る
と
と
も
に
、
対
象
と
な
る
人
間
の
消
費
行
為
を
媒
介
に
し
て
労
働
力
（
労
働
力
商
品
）
に
結
実
化
・
対
象
化
さ
れ
る
」（
同
、
二
六
七
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
櫛
田
氏
は
『
サ
ー
ビ
ス
と
労
働
力
の
生
産
』
七
章
一
節
で
、
賃
労
働
の
循
環
運
動
を
、
労
働
力
Ａ
?
賃
金
Ｇ
?
生
活
手
段
Ｗ
（
Ｌ
、
Ｓ
）
…
消
費
活
動
Ｕ
‖
労
働
力
の
生
産
過
程
Ｐ
…
労
働
力
Ａ
、
と
定
式
化
す
る
（
同
、
二
一
六
ペ
ー
ジ
）。
こ
こ
で
Ｌ
は
物
的
生
活
手
段
、
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Ｓ
は
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
け
て
櫛
田
氏
は
、
賃
労
働
の
循
環
定
式
と
資
本
の
循
環
定
式
の
関
連
を
図
示
し
て
い
る
が（
同
、
二
一
九
ペ
ー
ジ
）、
資
本
循
環
定
式
を
サ
ー
ビ
ス
資
本
循
環
に
限
定
し
て
簡
略
化
す
れ
ば
左
記
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
こ
こ
で
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
対
象
と
な
る
人
間
す
な
わ
ち
サ
ー
ビ
ス
の
買
い
手
が
登
場
す
る
の
は
、
資
本
循
環
の
第
一
段
階
（
Ｇ
↓
Ｗ
）
す
な
わ
ち
貨
幣
資
本
の
生
産
資
本
へ
の
転
化
（
労
働
力
と
労
働
対
象
、
労
働
手
段
の
購
入
）
の
段
階
で
は
な
く
、
第
三
段
階
（
Ｐ
↓
Ｇ′
）
す
な
わ
ち
販
売
段
階
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
お
い
て
は
第
三
段
階
（
販
売
段
階
）
と
第
二
段
階
（
生
産
段
階
）
は
同
時
と
な
る
か
ら
、
消
費
者
と
し
て
の
人
間
が
登
場
す
る
の
は
そ
の
生
産
‖
販
売
段
階
（
…
Ｐ
｜
Ｇ′
）
で
あ
る
。
資
本
循
環
の
第
一
段
階
（
Ｇ
↓
Ｗ
）
で
労
働
者
が
登
場
す
る
の
は
労
働
力
の
売
り
手
（
Ａ
↓
Ｇ
）
と
し
て
で
あ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
買
い
手
と
し
て
で
は
な
い
。
櫛
田
氏
の
賃
労
働
・
サ
ー
ビ
ス
資
本
の
循
環
定
式
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
対
象
と
な
る
人
間
が
登
場
す
る
の
は
、
サ
ー
ビ
ス
資
本
循
環
の
第
二
段
階
、
第
三
段
階
（
生
産
‖
販
売
段
階
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
者
（
消
費
者
）
と
し
て
で
あ
る
。
人
間
は
サ
ー
ビ
ス
資
本
循
環
に
お
け
る
労
働
対
象
（
原
料
）
と
し
て
購
入
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
対
象
と
な
る
人
間
が
労
働
対
象
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
人
間
が
原
料
と
し
て
購
入
さ
れ
生
産
過
程
に
お
い
て
労
働
を
加
え
ら
れ
、
新
た
な
生
産
物
に
帰
結
す
る
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
動
物
の
飼
育
や
植
物
の
栽
培
に
つ
い
て
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
資
本
循
環
に
お
い
て
人
間
が
登
場
す
る
の
は
、
そ
の
販
売
段
階
で
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
者
と
し
て
で
あ
る
。
労
働
者
は
購
入
し
た
生
活
手
段
（
物
財
と
サ
ー
ビ
ス
）
の
消
費
に
よ
っ
て
生
産
・
再
生
産
さ
れ
た
労
働
力
を
販
売
す
る
の
で
あ
っ
て
、
自
分
自
身
を
労
働
対
象
（
原
料
）
と
し
て
資
本
家
に
販
売
す
る
の
で
は
な
い
。
資
本
循
環
の
第
一
段
階
、
貨
幣
資
本
の
生
産
資
本
へ
の
転
化
の
段
階
で
Ａ
Ｇ
?
?
?
Ｗ
(Ｌ
, Ｓ
)…
Ｕ
?
Ｐ
…
Ａ
（
賃
労
働
の
循
環
定
式
）
Ｇ
?
Ｗ
ＡP
? …
…
Ｐ
(Ｓ
)?
Ｇ
′
（
サ
ー
ビ
ス
資
本
の
循
環
定
式
）
170
佐賀大学経済論集 第44巻第３号
は
労
働
者
は
労
働
力
商
品
（
Ａ
）
の
売
り
手
と
し
て
登
場
す
る
の
で
あ
り
、
生
産
手
段
（
P?
）
の
一
部
で
あ
る
労
働
対
象
（
原
料
）
の
売
り
手
と
し
て
登
場
す
る
の
で
は
な
い
。
櫛
田
氏
が
作
成
さ
れ
た
資
本
・
賃
労
働
の
循
環
定
式
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
対
象
と
な
る
人
間
は
生
産
手
段
（
P?
）
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
サ
ー
ビ
ス
商
品
の
購
入
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
労
働
過
程
に
お
い
て
人
間
は
そ
の
労
働
対
象
に
な
る
、
と
す
る
櫛
田
氏
の
説
が
資
本
循
環
分
析
の
次
元
で
は
実
質
的
に
氏
じ
し
ん
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
労
働
過
程
は
資
本
関
係
の
も
と
で
は
価
値
増
殖
過
程
と
な
り
、
そ
れ
は
資
本
循
環
定
式
で
表
わ
さ
れ
る
。
?３
?
斎
藤
・
櫛
田
説
の
誤
り
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
形
成
説
は
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
を
対
人
サ
ー
ビ
ス
に
限
定
し
、
人
間
を
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
労
働
対
象
と
み
な
し
た
が
ゆ
え
に
、
労
働
力
を
そ
の
生
産
物
と
位
置
づ
け
、
消
費
活
動
を
媒
介
と
し
て
そ
の
価
値
が
形
成
さ
れ
る
と
主
張
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
だ
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
で
は
生
産
物
の
物
質
的
基
体
‖
原
料
で
あ
る
労
働
対
象
は
存
在
せ
ず
、
非
有
形
的
使
用
価
値
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
が
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
生
産
物
で
あ
り
、
物
的
生
産
物
と
同
様
に
そ
れ
に
投
下
さ
れ
た
労
働
量
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
は
定
ま
る
。
労
働
力
は
物
財
と
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
に
よ
っ
て
再
生
産
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
生
産
物
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
擬
制
的
商
品
と
し
て
売
買
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
形
成
説
は
、
①
人
間
を
労
働
対
象
・
原
料
と
位
置
づ
け
、
②
労
働
力
を
生
産
物
と
み
な
し
て
労
働
力
商
品
の
擬
制
性
を
否
定
し
、
③
消
費
活
動
を
媒
介
と
し
て
の
価
値
形
成
を
説
く
、
と
い
う
三
つ
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。
①
の
誤
り
を
出
発
点
と
し
て
、
②
と
③
の
誤
り
が
生
ず
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
は
生
産
手
段
を
も
た
ぬ
が
ゆ
え
に
生
き
る
た
め
に
労
働
力
を
商
品
と
し
て
売
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
り
、
労
働
力
は
資
本
関
係
の
も
と
で
擬
制
的
な
商
品
と
な
る
の
で
あ
る
。
③
に
つ
い
て
は
、
労
働
力
の
価
値
は
そ
の
再
生
産
に
必
要
な
生
活
手
段
（
物
財
プ
ラ
ス
サ
ー
ビ
ス
）
の
価
値
に
よ
っ
て
間
接
的
に
定
ま
る
も
の
な
の
で
あ
サービス部門の労働過程特性
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る
。物
質
的
生
産
の
み
を
価
値
形
成
的
と
す
る
通
説
の
代
表
者
で
あ
る
金
子
ハ
ル
オ
氏
は
、
金
子
ハ
ル
オ
『
サ
ー
ビ
ス
論
研
究
』（
一
九
九
八
年
・
創
風
社
）
で
斎
藤
氏
、
櫛
田
氏
の
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
形
成
説
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
社
会
の
消
費
過
程
に
位
置
し
価
値
を
形
成
し
な
い
と
い
う
通
説
の
立
場
か
ら
の
批
判
で
あ
る
。
そ
の
三
章
・
四
章
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
社
会
の
消
費
過
程
に
位
置
す
る
か
ら
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
労
働
手
段
は
生
産
手
段
で
は
な
く
消
費
手
段
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
の
批
判
が
示
さ
れ
、
六
章
で
は
、
人
間
を
労
働
対
象
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
消
費
活
動
を
媒
介
と
し
て
労
働
力
商
品
に
対
象
化
さ
れ
価
値
を
形
成
す
る
と
主
張
す
る
櫛
田
説
へ
の
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
形
成
説
の
最
大
の
問
題
点
は
、
人
間
を
労
働
対
象
と
し
労
働
力
を
生
産
物
と
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
に
つ
い
て
の
誤
っ
た
把
握
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
論
争
は
昭
和
三
〇
年
代
の
生
産
的
労
働
論
争
に
始
ま
り
、
一
九
七
〇
年
代
・
八
〇
年
代
の
価
値
形
成
労
働
論
争
へ
と
発
展
し
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
斎
藤
氏
ら
の
説
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
経
済
論
の
な
か
で
そ
の
労
働
過
程
特
性
の
検
討
は
最
後
ま
で
残
さ
れ
て
い
た
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
斎
藤
氏
・
櫛
田
氏
の
新
説
は
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
把
握
の
誤
り
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
櫛
田
氏
は
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
形
成
説
の
立
場
か
ら
、
対
人
サ
ー
ビ
ス
を
人
間
的
能
力
の
社
会
的
生
産
部
門
と
し
て
組
み
入
れ
た
再
生
産
表
式
を
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
私
が
旧
ソ
連
の
論
争
紹
介
で
と
り
あ
げ
た
Ｖ
・
Ａ
・
メ
ド
ベ
ゼ
フ
の
表
式
（
飯
盛
信
男
『
生
産
的
労
働
の
理
論
』
一
九
七
七
年
・
青
木
書
店
、
八
章
）
が
活
用
さ
れ
て
い
?10
?る
。
注
?９
?
飯
盛
信
男
「
サ
ー
ビ
ス
労
働
と
労
働
力
商
品
の
擬
制
性
｜
斎
藤
重
雄
氏
へ
の
回
答
｜
」、
本
誌
四
三
巻
二
号
（
二
〇
一
〇
年
）。
?10
?
櫛
田
豊
「
サ
ー
ビ
ス
生
産
と
再
生
産
表
式
」、
経
済
理
論
学
会
『
経
済
理
論
』
四
二
巻
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）。
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第
三
節
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
特
性
?１
?
長
田
浩
氏
に
よ
る
分
析
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
特
性
の
問
題
を
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
た
の
は
、
長
田
浩
『
サ
ー
ビ
ス
経
済
論
体
系
』（
一
九
八
九
年
・
新
評
論
）が
最
初
で
あ
っ
た
。
長
田
氏
は
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
を
サ
ー
ビ
ス
提
供
過
程
と
し
、
そ
れ
を
構
成
す
る
五
要
素
を
あ
げ
て
い
る
。
物
質
的
生
産
に
お
け
る
労
働
過
程
の
三
要
素
す
な
わ
ち
人
間
労
働
、
労
働
対
象
、
労
働
手
段
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
、
サ
ー
ビ
ス
対
象
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
手
段
を
あ
げ
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
過
程
の
ば
あ
い
、
こ
の
三
要
素
に
も
う
ひ
と
つ
、
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
が
加
わ
っ
て
は
じ
め
て
完
遂
さ
れ
る
、
と
す
る
。
さ
ら
に
対
人
サ
ー
ビ
ス
の
ば
あ
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
享
受
主
体（
消
費
者
）
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
過
程
の
第
五
の
要
素
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
生
産
と
消
費
の
同
時
性
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
の
特
性
に
よ
る
。
こ
う
し
て
長
田
氏
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
過
程
の
五
要
素
と
し
て
、
①
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
、
②
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
、
③
サ
ー
ビ
ス
対
象
、
④
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
手
段
、
⑤
サ
ー
ビ
ス
の
享
受
主
体
の
五
つ
を
あ
げ
る
（
同
前
、
五
五
｜
五
七
ペ
ー
ジ
）。
サ
ー
ビ
ス
提
供
過
程
を
長
田
氏
は
、
理
容
サ
ー
ビ
ス
を
例
に
と
っ
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
①
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体（
理
容
師
）
が
、
④
広
義
の
提
供
手
段
（
理
容
館
）
と
狭
義
の
提
供
手
段
（
イ
ス
、
ク
シ
、
ハ
サ
ミ
、
カ
ミ
ソ
リ
、
洗
髪
器
具
、
ド
ラ
イ
ア
ー
な
ど
）
を
用
い
て
、
③
サ
ー
ビ
ス
対
象
（
顧
客
の
頭
）
に
、
②
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
（
理
容
労
働
の
機
能
・
作
用
）
を
及
ぼ
す
。
そ
の
有
用
効
果
（
髪
・
顔
が
整
っ
た
状
態
へ
と
変
化
し
た
結
果
）
に
満
足
し
て
、
⑤
享
受
主
体
（
消
費
者
）
は
料
金
を
支
払
う
（
同
前
、
五
八
｜
五
九
ペ
ー
ジ
）。
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
者
が
労
働
過
程
に
登
場
す
る
の
は
、生
産
と
消
費
の
同
時
性
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
の
特
質
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、サ
ー
ビ
ス
労
働
が
働
き
か
け
る
対
象
す
な
わ
ち
サ
ー
ビ
ス
対
象
は
人
的
サ
ー
ビ
ス
の
ば
あ
い
消
費
者
そ
の
も
の
の
身
体
・
精
神
で
あ
る
。サ
ー
ビ
ス
労
働
が
働
き
か
け
る
人
間
は
消
費
者
で
あ
っ
て
労
働
対
象
（
原
料
、
生
産
物
の
物
質
的
基
体
）
で
は
な
い
。
以
上
、
長
田
氏
に
よ
サービス部門の労働過程特性
173
る
詳
細
な
分
析
に
よ
っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
は
労
働
対
象
（
原
料
）
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
生
産
物
は
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
（
非
有
形
的
使
用
価
値
）
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
人
間
は
消
費
者
で
あ
る
。
?２
?
労
働
過
程
の
三
類
型
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
労
働
価
値
形
成
説
は
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
も
非
有
形
の
生
産
物
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
生
産
す
る
こ
と
で
価
値
を
形
成
す
る
と
み
る
も
の
で
あ
り
、
旧
ソ
連
邦
で
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
論
争
が
展
開
さ
れ
、
日
本
で
も
一
九
七
〇
年
代
・
八
〇
年
代
に
か
け
て
重
要
な
論
争
点
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
（
飯
盛
『
生
産
的
労
働
の
理
論
』
一
九
七
七
年
・
青
木
書
店
、
飯
盛
『
生
産
的
労
働
と
第
三
次
産
業
』
一
九
七
八
年
・
青
木
書
店
）。
そ
れ
は
、『
剰
余
価
値
学
説
史
』
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
使
用
価
値
・
価
値
に
か
ん
す
る
叙
述
、『
資
本
論
』
二
巻
一
篇
の
交
通
業
分
析
で
登
場
す
る
有
用
効
果
概
念
を
手
が
か
り
と
し
て
い
た
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
お
い
て
は
、
有
用
効
果
（
非
有
形
的
生
産
物
）そ
の
も
の
が
使
用
価
値
に
な
り
、
そ
れ
を
担
い
手
と
し
て
価
値
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
の
説
は
、
労
働
過
程
の
構
成
要
素
の
検
討
、
物
質
的
生
産
部
門
と
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
の
ち
が
い
を
検
討
す
る
こ
と
で
補
強
さ
れ
る
。
『
資
本
論
』
一
巻
五
章
一
節
「
労
働
過
程
」
で
は
物
質
的
生
産
部
門
の
労
働
過
程
が
分
析
さ
れ
、
ま
ず
労
働
過
程
の
三
要
素
と
し
て
、
労
働
そ
の
も
の
と
労
働
対
象
と
労
働
手
段
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
労
働
対
象
は
、
生
産
物
の
主
要
実
体
を
な
す
原
料
‖
主
要
材
料
と
、
生
産
物
の
形
成
に
く
わ
わ
る
、
補
助
材
料
（
燃
料
、
照
明
、
動
力
、
触
媒
な
ど
）
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
続
く
一
巻
六
章
「
不
変
資
本
と
可
変
資
本
」
で
も
、
労
働
対
象
は
原
料
と
補
助
材
料
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
素
材
と
し
て
は
原
料
は
生
産
物
の
実
体
と
な
る
が
補
助
材
料
は
素
材
と
し
て
は
消
え
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
物
質
的
生
産
部
門
の
労
働
過
程
は
、〔
主
要
材
料
（
原
料
）＋
補
助
材
料
＋
労
働
手
段
＋
労
働
〕
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
で
は
労
働
手
段
と
補
助
材
料
は
存
在
す
る
が
、
生
産
物
の
主
要
実
体
を
な
す
原
料
は
存
在
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
は
、〔
補
助
材
料
＋
労
働
手
段
＋
労
働
〕
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
お
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い
て
は
、
新
た
な
生
産
物
へ
素
材
的
に
移
転
さ
れ
る
労
働
対
象
（
物
質
的
基
体
、
自
然
素
材
）
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
り
、
労
働
過
程
の
結
果
と
し
て
う
み
だ
さ
れ
る
の
は
無
形
生
産
物
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
で
あ
る
。
修
理
・
輸
送
な
ど
物
財
対
象
の
サ
ー
ビ
ス
も
物
財
そ
の
も
の
を
う
み
だ
す
活
動
で
は
な
い
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
対
象
と
な
る
物
財
は
原
料
・
労
働
対
象
で
は
な
く
、
そ
の
価
値
は
物
財
の
価
値
に
追
加
さ
れ
る
も
の
と
な
る
。
長
田
氏
は
、
対
物
サ
ー
ビ
ス
の
ば
あ
い
も
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
対
象
を
対
人
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ
く
「
サ
ー
ビ
ス
対
象
」
と
呼
ん
で
い
る
（
長
田
、
同
前
、
五
九
ペ
ー
ジ
）。
な
お
対
物
サ
ー
ビ
ス
の
ば
あ
い
は
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
と
消
費
は
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
分
離
し
て
い
る
。
対
物
サ
ー
ビ
ス
は
物
財
に
付
加
さ
れ
る
が
そ
れ
を
消
費
す
る
の
は
人
間
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
対
人
サ
ー
ビ
ス
、
対
物
サ
ー
ビ
ス
と
も
に
消
費
手
段
と
し
て
も
生
産
手
段
と
し
て
も
機
能
し
う
る
。
こ
の
基
準
か
ら
は
サ
ー
ビ
ス
は
、
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
と
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
に
区
分
さ
れ
る
。
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
第
一
分
冊
・
余
論
で
は
、
非
物
質
的
生
産
活
動
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
お
い
て
も
媒
体
へ
の
対
象
化
に
よ
っ
て
流
通
可
能
と
な
る
ば
あ
い
が
あ
る
こ
と
を
、
書
籍
・
絵
画
を
例
に
指
摘
し
て
い
る
。
媒
体
へ
対
象
化
さ
れ
流
通
し
う
る
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
意
識
諸
形
態
を
産
出
す
る
「
精
神
的
生
産
」
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
概
念
は
『
聖
家
族
』（
一
八
四
四
年
）、『
ド
イ
ツ
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』（
一
八
四
六
年
）
で
す
で
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
今
日
で
は
精
神
的
生
産
の
担
い
手
は
出
版
・
新
聞
、
映
画
・
放
送
、
調
査
、
広
告
、
宗
教
、
教
育
研
究
、
芸
術
な
ど
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
多
様
な
媒
体
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
う
る
。
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
な
か
で
も
消
費
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
視
覚
・
聴
覚
で
享
受
す
る
「
精
神
的
生
産
」
に
つ
い
て
は
、
補
助
材
料
は
媒
体
・
伝
達
手
段
を
含
む
も
の
と
な
り
、
そ
れ
へ
の
対
象
化
に
よ
っ
て
こ
の
種
の
サ
ー
ビ
ス
は
流
通
可
能
と
な
る
。
産
業
活
動
は
、
自
然
を
対
象
と
す
る
物
質
的
生
産
部
門
と
非
有
形
的
使
用
価
値
を
う
み
だ
す
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
ほ
か
に
、
生
産
物
を
う
み
だ
さ
な
い
不
生
産
的
な
流
通
部
門
（
商
業
、
金
融
保
険
不
動
産
）
が
あ
る
。
流
通
部
門
の
労
働
過
程
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
と
同
様
に
生
産
物
の
主
要
実
体
を
な
す
原
料
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
労
働
過
程
は
（
補
助
材
料
＋
労
働
手
段
＋
労
働
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
労
働
過
程
の
三
類
型
に
つ
い
て
詳
細
に
は
飯
盛
信
男
『
サ
ー
ビ
ス
産
業
論
の
課
題
』（
一
九
九
三
年
・
同
文
館
）
第
八
章
で
述
べ
て
い
サービス部門の労働過程特性
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第
四
節
サ
ー
ビ
ス
労
働
価
値
形
成
説
の
立
場
?１
?
サ
ー
ビ
ス
論
争
の
推
移
昭
和
三
〇
年
代
に
展
開
さ
れ
た
生
産
的
労
働
論
争
は
、
ソ
連
邦
科
学
院
『
経
済
学
教
科
書
』（
初
版
、
一
九
五
四
年
）
が
、
物
質
的
財
貨
を
生
産
す
る
労
働
の
み
が
生
産
的
労
働
で
あ
り
、
国
民
所
得
を
生
産
す
る
と
の
定
義
を
示
し
、
現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
物
質
的
生
産
の
比
重
低
下
‖
第
三
次
産
業
の
肥
大
化
を
、
そ
の
腐
朽
性
・
寄
生
性
の
表
示
と
み
な
し
た
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
生
産
的
労
働
の
本
源
的
規
定
（
物
質
的
財
貨
の
生
産
）
と
歴
史
的
規
定
（
利
潤
の
生
産
）
の
関
連
の
理
解
の
問
題
と
い
う
形
で
論
争
が
展
開
さ
れ
、
両
規
定
の
統
一
的
理
解
を
説
く
金
子
ハ
ル
オ
『
生
産
的
労
働
と
国
民
所
得
』（
一
九
六
六
年
・
日
本
評
論
社
）
で
結
着
が
つ
け
ら
れ
、
物
的
生
産
活
動
が
生
産
的
労
働
で
あ
り
価
値
・
国
民
所
得
を
生
産
す
る
と
い
う
通
説
が
定
着
し
た
。
こ
の
時
代
は
工
業
化
に
よ
る
高
度
成
長
の
時
代
で
あ
り
、
第
三
次
産
業
の
肥
大
化
を
腐
朽
化
・
寄
生
化
と
み
な
す
見
解
は
説
得
力
が
あ
っ
た
。
ま
た
不
生
産
的
な
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
物
的
生
産
部
門
が
う
み
だ
す
国
民
所
得
の
再
分
配
で
維
持
さ
れ
る
と
い
う
主
張
は
、
当
時
の
社
会
主
義
諸
国
で
は
教
育
・
医
療
な
ど
が
無
償
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
段
階
の
論
争
に
つ
い
て
は
飯
盛
信
男
『
生
産
物
労
働
と
第
三
次
産
業
』（
一
九
七
八
年
・
青
木
書
店
）
で
検
討
し
て
い
る
。
だ
が
、
工
業
化
に
よ
る
生
産
力
発
展
を
も
と
に
教
育
・
医
療
や
生
活
関
連
・
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
が
顕
著
と
な
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
そ
の
正
当
な
位
置
づ
け
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
生
産
的
労
働
規
定
を
も
と
に
価
値
形
成
論
・
国
民
所
得
論
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
こ
ろ
に
昭
和
三
〇
年
代
の
生
産
的
労
働
論
争
の
誤
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
は
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
価
値
論
・
再
生
産
論
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
価
値
形
成
労
働
論
そ
の
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
と
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な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
有
用
効
果
（
無
形
使
用
価
値
）
概
念
を
軸
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
労
働
価
値
生
産
説
が
赤
堀
邦
雄
『
価
値
論
と
生
産
的
労
働
』（
一
九
七
一
年
・
三
一
書
房
）、
飯
盛
信
男
『
生
産
的
労
働
の
理
論
｜
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
経
済
学
』（
一
九
七
七
年
・
青
木
書
店
）
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
、
通
説
と
の
間
で
の
論
争
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
間
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
飯
盛
信
男
『
サ
ー
ビ
ス
経
済
論
序
説
』（
一
九
八
五
年
・
九
州
大
学
出
版
会
）、
飯
盛
信
男
『
経
済
政
策
と
第
三
次
産
業
』（
一
九
八
七
年
・
同
文
館
）
で
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
至
っ
て
登
場
し
た
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
形
成
説
は
、
生
産
的
労
働
の
本
源
的
規
定
を
価
値
論
の
前
提
と
み
な
す
昭
和
三
〇
年
代
の
通
説
を
前
提
と
し
、『
資
本
論
』
冒
頭
商
品
論
の
物
質
化
・
対
象
化
規
定
に
固
執
し
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
人
間
に
対
象
化
さ
れ
て
労
働
力
と
い
う
生
産
物
（
物
質
的
生
産
活
動
に
不
可
欠
）
を
形
成
す
る
、
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
強
調
し
て
き
た
よ
う
に
こ
の
学
説
の
最
大
の
問
題
は
人
間
そ
の
も
の
を
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
労
働
対
象
と
位
置
づ
け
た
こ
と
で
あ
る
。?２
?
冒
頭
商
品
論
と
有
用
効
果
生
産
説
ま
た
、
馬
場
雅
昭
『
サ
ー
ビ
ス
経
済
論
』（
一
九
八
九
年
・
同
文
館
）、
刀
田
和
夫
『
サ
ー
ビ
ス
論
争
批
判
』（
一
九
九
三
年
・
九
大
出
版
会
）、
武
藤
幸
裕
『
サ
ー
ビ
ス
論
か
ら
環
境
経
営
論
へ
』（
二
〇
〇
三
年
・
丸
善
仙
台
出
版
Ｓ
Ｃ
）
は
、
サ
ー
ビ
ス
は
サ
ー
ビ
ス
労
働
と
は
区
分
さ
れ
る
物
質
的
財
貨
以
外
の
な
ん
ら
か
の
生
産
物
で
あ
る
と
の
見
方
か
ら
、『
資
本
論
』
冒
頭
商
品
論
の
価
値
規
定
（
対
象
化
・
物
質
化
）
に
も
と
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
労
働
価
値
形
成
説
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
『
資
本
論
』
第
二
巻
の
交
通
業
規
定
（
有
用
効
果
生
産
説
）
は
冒
頭
商
品
論
と
矛
盾
す
る
不
完
全
な
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
主
張
は
、
サ
ー
ビ
ス
は
物
質
的
基
体
・
自
然
素
材
を
有
し
な
い
無
形
の
使
用
価
値
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
無
視
し
た
空
論
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
価
値
形
成
説
は
有
用
効
果
概
念
（
無
形
使
用
価
値
）
を
軸
に
展
開
す
べ
き
で
あ
る
、
と
?
え
る
。
土
井
日
出
夫
氏
は
、
運
輸
労
働
の
有
用
効
果
は
距
離
×
重
量
（
ト
ン
キ
ロ
、
人
キ
ロ
）
と
い
う
二
次
元
量
で
表
わ
さ
れ
、
そ
れ
は
運
送
の
始
点
と
終
点
サービス部門の労働過程特性
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を
両
端
と
す
る
「
閉
じ
た
区
間
の
上
に
積
み
重
っ
た
量
」
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、「
物
質
化
・
対
象
化
」
と
い
う
冒
頭
商
品
論
の
価
値
規
定
を
み
た
す
、
と
説
い
て
い
?11
?る
。
サ
ー
ビ
ス
労
働
価
値
形
成
説
の
な
か
で
も
、『
資
本
論
』
冒
頭
商
品
論
に
依
拠
す
る
説
と
有
用
効
果
生
産
概
念
に
依
拠
す
る
説
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
私
は
冒
頭
商
品
論
と
二
巻
交
通
業
規
定
の
統
一
的
理
解
が
必
要
で
あ
る
と
?
え
る
。
冒
頭
商
品
論
で
は
、
使
用
価
値
は
有
用
労
働
の
結
果
た
る
有
用
効
果
と
自
然
素
材
（
物
質
的
基
体
）
の
結
合
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
物
質
的
基
体
を
前
提
と
し
な
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
お
い
て
は
有
用
効
果
そ
の
も
の
が
使
用
価
値
に
な
る
と
い
う
理
解
が
可
能
で
あ
る
、
と
私
は
?
え
て
い
る
。
こ
の
理
解
に
よ
っ
て
、
冒
頭
商
品
論
は
サ
ー
ビ
ス
を
も
含
み
サ
ー
ビ
ス
労
働
価
値
形
成
説
を
包
摂
す
る
も
の
と
な
り
、
ま
た
二
巻
交
通
業
規
定
（
場
所
移
動
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
有
用
効
果
が
使
用
価
値
で
あ
り
、
こ
れ
を
担
い
手
と
し
て
価
値
が
形
成
さ
れ
る
と
の
規
定
）
は
冒
頭
商
品
論
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
冒
頭
商
品
論
に
お
け
る
有
用
効
果
規
定
の
具
体
化
と
み
な
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
、
の
で
あ
る
（
飯
盛
信
男
『
サ
ー
ビ
ス
産
業
論
の
課
題
』
一
九
九
三
年
・
同
文
館
、
一
七
七
｜
一
七
八
ペ
ー
ジ
）。
?３
?
生
産
的
労
働
論
の
意
義
大
西
広
氏
は
最
近
の
論
稿
の
な
か
で
生
産
的
労
働
論
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
強
調
し
て
い
る
。「
ア
メ
リ
カ
経
済
の
金
融
依
存
体
質
に
目
を
向
け
る
と
き
、
金
融
的
利
潤
も
商
業
的
利
潤
も
産
業
的
利
潤
も
そ
れ
ら
の
区
別
な
し
に
論
じ
て
き
た
近
代
経
済
学
の
責
任
と
い
う
も
の
に
も
言
及
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
我
々
の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
は
生
産
的
労
働
論
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
金
融
的
利
潤
や
商
業
的
利
潤
は
そ
こ
で
生
み
だ
さ
れ
た
産
業
的
剰
余
価
値
の
派
生
物
に
す
ぎ
な
い
か
ら
金
融
部
門
の
み
の
肥
大
化
は
本
来
危
険
な
も
の
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
の
よ
う
な
理
論
を
も
た
な
い
近
代
経
済
学
に
は
当
然
こ
の
危
険
性
の
認
識
が
弱
く
、
そ
れ
が
金
融
依
存
な
い
し
バ
ブ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
放
置
し
た
。
こ
の
機
会
に
こ
の
問
題
は
徹
底
的
に
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
?12
?い
?。
大
西
氏
は
ま
た
、
今
回
の
経
済
危
機
で
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、「
生
産
的
労
働
」
と
「
不
生
産
的
労
働
」
の
区
別
の
な
い
近
代
経
済
学
が
英
米
や
ア
イ
ス
ラ
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ン
ド
に
お
け
る
金
融
依
存
を
導
い
た
責
任
で
?13
?
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
労
働
価
値
形
成
説
は
第
三
次
産
業
の
う
ち
無
形
の
生
産
物
を
う
む
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
流
通
部
門
（
不
生
産
的
部
門
）
と
区
別
し
て
価
値
生
産
的
と
み
な
す
の
で
あ
り
、
そ
の
実
践
的
帰
結
は
、
現
代
資
本
主
義
の
腐
朽
性
・
寄
生
性
を
第
三
次
産
業
の
肥
大
化
‖
物
質
的
生
産
の
比
重
低
下
に
で
は
な
く
、
流
通
部
門
の
肥
大
化
に
み
る
こ
と
で
あ
る
（
飯
盛
信
男
『
サ
ー
ビ
ス
産
業
論
の
課
題
』
一
九
九
三
年
・
同
文
館
、
一
八
七
ペ
ー
ジ
）。
流
通
部
門
は
不
生
産
的
部
門
で
あ
る
か
ら
、
社
会
的
再
生
産
の
進
行
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
の
大
き
さ
に
抑
制
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
腐
朽
性
・
寄
生
性
の
批
判
は
社
会
的
再
生
産
の
進
行
に
と
っ
て
必
要
か
否
か
と
い
う
区
分
、
す
な
わ
ち
再
生
産
的
活
動
か
非
再
生
産
的
活
動
か
と
い
う
区
分
に
よ
る
べ
き
で
あ
り
、
非
再
生
産
的
活
動
は
軍
需
産
業
以
外
で
は
流
通
部
門
の
肥
大
化
に
集
中
し
て
い
る
。
非
再
生
産
的
活
動
の
規
定
は
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
で
の
生
産
的
労
働
分
析
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
（
飯
盛
『
生
産
的
労
働
と
第
三
次
産
業
』
一
九
七
八
年
・
青
木
書
店
、
第
二
章
）。
最
近
の
わ
が
国
で
流
通
部
門
（
商
業
、
金
融
保
険
不
動
産
業
）
の
肥
大
化
が
み
ら
れ
た
時
期
は
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
の
過
剰
流
動
性
・
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
時
期
と
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
バ
ブ
ル
経
済
の
時
期
で
あ
る
。
七
〇
年
代
前
半
の
物
価
暴
騰
時
に
商
業
部
門
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
一
九
七
一
年
一
四
・
〇
％
か
ら
七
四
年
一
五
・
二
％
へ
上
昇
し
、
八
〇
年
代
後
半
の
バ
ブ
ル
経
済
期
に
金
融
保
険
業
、
不
動
産
業
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
そ
れ
ぞ
れ
、
八
五
年
五
・
三
％
、
一
〇
・
一
％
か
ら
八
九
年
五
・
九
％
、
一
一
・
〇
％
に
上
昇
し
た
（「
国
民
経
済
計
算
年
報
」に
よ
る
）。
流
通
部
門
の
肥
大
化
は
正
常
な
経
済
活
動
を
阻
害
す
る
も
の
と
な
り
、
そ
の
抑
制
の
た
め
の
政
策
が
不
可
避
と
な
っ
?14
?た
。
生
産
的
労
働
の
本
源
的
規
定
は
、
自
然
に
対
す
る
働
き
か
け
を
と
お
し
て
の
生
活
資
料
の
獲
得
が
人
間
生
活
の
基
本
条
件
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
物
質
的
生
産
の
第
一
義
的
役
割
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
然
対
人
間
の
?
察
か
ら
得
ら
れ
る
生
産
力
に
か
か
わ
る
命
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
価
値
規
定
は
生
産
関
係
の
基
本
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
価
値
形
成
的
と
み
な
す
こ
と
は
「
物
質
的
生
産
の
第
一
義
性
」
の
命
題
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
?15
?
な
い
。
通
説
で
は
唯
物
史
観
の
理
解
に
お
い
て
、「
物
的
生
産
サービス部門の労働過程特性
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の
第
一
義
性
」
の
命
題
と
「
土
台
｜
上
部
構
造
論
」
の
混
同
、
す
な
わ
ち
経
済
的
土
台
‖
物
質
的
生
産
と
い
う
理
解
が
あ
っ
た
と
?
え
ら
れ
る
。
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
正
当
な
位
置
づ
け
を
定
め
る
た
め
に
は
、
唯
物
史
観
の
基
本
命
題
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
飯
盛
『
サ
ー
ビ
ス
経
済
論
序
説
』（
一
九
八
五
年
）
第
五
章
で
強
調
し
て
い
る
。
注
?11
?
土
井
日
出
夫
「
運
輸
労
働
と
物
神
性
」、
経
済
理
論
学
会
五
八
回
大
会
報
告
要
旨
集
（
二
〇
一
〇
年
）。
?12
?
大
西
広
「
資
本
論
・
帝
国
主
義
論
の
接
点
と
し
て
の
今
次
経
済
危
機
」、
政
治
経
済
研
究
所
『
政
経
研
究
』
九
五
号
（
二
〇
一
〇
年
）。
?13
?
同
「
数
学
利
用
に
お
け
る
マ
ル
経
／
近
経
問
題
」、
経
済
理
論
学
会
『
経
済
理
論
』
四
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
九
年
）。
?14
?
譚
暁
軍
『
現
代
中
国
に
お
け
る
第
三
次
産
業
の
研
究
』（
八
朔
社
、
二
〇
一
一
年
）
は
、
三
次
産
業
と
軍
需
産
業
に
か
ん
す
る
中
国
で
の
理
論
的
研
究
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
生
産
的
労
働
論
に
お
け
る
三
次
産
業
と
軍
需
産
業
の
共
通
点
は
寄
生
性
批
判
の
対
象
と
い
う
点
に
見
出
せ
る
と
思
わ
れ
る
。
?15
?
斎
藤
重
雄
氏
は
価
値
法
則
は
基
本
的
に
生
産
力
に
ぞ
く
す
る
の
で
あ
り
、
生
産
力
の
本
源
的
規
定
は
、
物
質
的
生
産
の
第
一
義
的
役
割
と
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
第
二
義
的
役
割
を
含
め
て
理
解
す
べ
し
、
と
説
く
。
斎
藤
重
雄「
サ
ー
ビ
ス
概
念
と
生
産
的
労
働
論
｜
飯
盛
信
男
氏
の
回
答
を
め
ぐ
っ
て
｜
」、
日
本
大
学
『
経
済
集
志
』
八
〇
巻
四
号
（
二
〇
一
一
年
）。
斎
藤
説
の
実
践
的
帰
結
は
労
働
力
を
形
成
す
る
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
積
極
面
（
変
革
主
体
形
成
）重
視
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
が
生
産
的
労
働
論
争
の
出
発
点
は
現
代
資
本
主
義
の
腐
朽
性
・
寄
生
性
批
判
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
斎
藤
説
で
は
こ
の
批
判
規
定
が
み
あ
た
ら
な
い
。
?
追
記
?
?１
?
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
実
態
分
析
に
つ
い
て
国
民
所
得
統
計
、
産
業
連
関
表
で
は
す
べ
て
の
産
業
が
生
産
的
部
門
と
し
て
扱
わ
れ
る
が
、
各
産
業
の
生
産
額
は
生
産
者
価
格
で
表
示
さ
れ
、
流
通
費
用
は
流
通
部
門
の
生
産
額
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
社
会
的
総
生
産
物
の
価
値
額
は
流
通
費
用
を
も
含
む
も
の
で
あ
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る
か
ら
、
生
産
的
部
門
（
物
財
生
産
プ
ラ
ス
サ
ー
ビ
ス
提
供
）
と
不
生
産
的
な
流
通
部
門
の
生
産
額
を
合
計
し
た
も
の
を
生
産
的
部
門
が
う
み
だ
し
た
社
会
的
総
生
産
物
の
価
値
額
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
総
価
値
額
の
な
か
か
ら
流
通
費
用
（
流
通
部
門
の
生
産
額
）
が
支
払
わ
れ
、
流
通
部
門
が
維
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
「
産
業
連
関
表
」（
生
産
者
価
格
表
）
で
国
内
生
産
額
を
み
れ
ば
、
物
財
生
産
部
門
（
一
次
産
業
、
二
次
産
業
、
電
力
ガ
ス
水
道
）
四
一
一
兆
円
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
（
サ
ー
ビ
ス
業
、
運
輸
、
情
報
通
信
）
三
〇
四
兆
円
、
流
通
部
門
（
商
業
、
金
融
保
険
不
動
産
）
二
一
四
兆
円
で
あ
る
。
不
動
産
生
産
額
六
六
兆
円
の
う
ち
四
六
兆
円
は
架
空
の
帰
属
家
賃
部
門
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
控
除
す
る
と
流
通
部
門
は
一
六
八
兆
円
と
な
る
。
物
財
生
産
部
門
と
サ
ー
ビ
ス
部
門
が
八
八
三
兆
円
の
社
会
的
総
生
産
物
を
う
み
だ
し
、
そ
の
う
ち
一
六
八
兆
円
の
生
産
物
が
流
通
費
用
（
商
業
マ
ー
ジ
ン
、
帰
属
利
子
、
手
数
料
、
賃
貸
料
な
ど
）
す
な
わ
ち
流
通
部
門
の
維
持
・
扶
養
に
向
け
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
公
務
部
門
‖
国
家
機
構
は
租
税
徴
収
‖
所
得
再
分
配
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
そ
の
経
費
総
額
三
九
兆
円
が
生
産
額
と
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
国
民
所
得
統
計
や
産
業
連
関
表
は
社
会
的
再
生
産
、
国
民
経
済
分
析
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
。
だ
が
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
不
生
産
的
と
み
な
す
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
通
説
に
お
い
て
は
、
少
く
と
も
こ
れ
ら
を
用
い
た
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
実
態
分
析
は
妨
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
私
は
こ
れ
ま
で
に
、『
日
本
経
済
と
第
三
次
産
業
』（
一
九
八
一
年
・
九
大
出
版
会
）、『
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
展
開
』（
一
九
九
〇
年
・
同
文
館
）、『
平
成
不
況
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
』（
一
九
九
五
年
・
青
木
書
店
）、『
規
制
緩
和
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
』（
一
九
九
八
年
・
新
日
本
出
版
社
）、『
経
済
再
生
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
』（
二
〇
〇
一
年
・
九
大
出
版
会
）、『
サ
ー
ビ
ス
産
業
』（
二
〇
〇
四
年
・
新
日
本
出
版
社
）、『
構
造
改
革
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
』（
二
〇
〇
七
年
・
青
木
書
店
）、
で
こ
れ
ら
の
統
計
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
産
業
分
析
を
示
し
て
き
た
。
?２
?
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
虚
実
小
泉
内
閣
に
よ
る
不
良
債
権
問
題
最
終
処
理
な
ど
構
造
改
革
の
遂
行
を
経
て
、
安
倍
内
閣
以
降
は
、
わ
が
国
経
済
を
あ
ら
た
な
発
展
サービス部門の労働過程特性
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段
階
へ
引
き
上
げ
る
た
め
の
成
長
力
強
化
・
上
げ
潮
戦
略
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
そ
の
な
か
で
、
わ
が
国
が
た
ち
お
く
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
競
争
力
強
化
が
説
か
れ
た
。
経
済
産
業
省
『
新
経
済
成
長
戦
略
』（
二
〇
〇
六
年
）
は
、
わ
が
国
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
製
造
業
と
と
も
に
日
本
を
支
え
る
双
発
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
育
て
る
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
生
産
性
向
上
）
を
提
唱
し
た
。
二
〇
〇
七
年
『
通
商
白
書
』、
二
〇
〇
八
年
『
中
小
企
業
白
書
』
は
こ
の
課
題
を
と
り
あ
つ
か
い
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
も
〇
七
年
、
〇
八
年
に
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
報
告
書
を
発
表
し
て
い
る
。
だ
が
国
際
競
争
力
を
有
し
外
貨
を
獲
得
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
大
企
業
の
海
外
展
開
に
伴
う
先
端
的
サ
ー
ビ
ス
に
限
定
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
わ
が
国
で
こ
れ
ま
で
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
期
待
さ
れ
て
き
た
役
割
は
、
ま
ず
第
一
に
「
雇
用
吸
収
の
受
け
皿
」
で
あ
り
、
そ
の
大
き
な
雇
用
吸
収
力
は
む
し
ろ
労
働
生
産
性
の
低
さ
の
結
果
で
あ
っ
た
。『
新
経
済
成
長
戦
略
』（
二
〇
〇
六
年
）の
二
〇
一
五
年
ま
で
の
予
測
を
み
て
も
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
低
生
産
性
の
ま
ま
で
雇
用
吸
収
を
担
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
米
国
で
は
多
国
籍
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
伴
い
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
特
許
、
技
術
使
用
料
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
法
務
、
会
計
、
設
計
な
ど
で
の
輸
出
が
急
増
し
た
。
米
国
は
こ
れ
ら
先
端
的
サ
ー
ビ
ス
で
圧
倒
的
な
国
際
競
争
力
を
も
ち
、
米
国
の
サ
ー
ビ
ス
輸
出
は
輸
出
額
の
三
分
の
一
を
占
め
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
収
支
は
大
幅
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
米
国
で
は
情
報
通
信
技
術
革
新
に
よ
り
こ
れ
ら
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
オ
フ
シ
ョ
ア
リ
ン
グ（
海
外
調
達
）
が
増
加
し
、
二
〇
〇
二
年
以
降
は
専
門
職
の
雇
用
喪
失
が
す
す
ん
で
い
る
（
中
本
悟
編
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
』
日
本
経
済
評
論
社
・
二
〇
〇
七
年
、
六
章
「
オ
フ
シ
ョ
ア
リ
ン
グ
の
進
展
と
雇
用
問
題
」?
田
村
太
一
?、
七
章
「
ア
メ
リ
カ
の
サ
ー
ビ
ス
貿
易
と
多
国
籍
企
業
」?
久
永
忠
?。
中
本
悟
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
発
展
」、
大
阪
市
立
大
学
『
季
刊
経
済
研
究
』
二
七
巻
一
・
二
号
、
二
〇
〇
四
年
）。
わ
が
国
が
円
高
騰
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
競
争
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
も
、
第
三
次
産
業
は
わ
が
国
の
高
コ
ス
ト
構
造
の
元
凶
と
み
な
さ
れ
、
規
制
撤
廃
に
よ
る
そ
の
効
率
化
・
生
産
性
向
上
・
コ
ス
ト
引
下
げ
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
一
九
九
六
年
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版『
経
済
白
書
』で
は
、
わ
が
国
の
産
業
構
造
の
特
徴
と
し
て
、
比
較
優
位
産
業（
電
機
、
自
動
車
、
一
般
機
械
）、
比
較
劣
位
産
業（
食
品
、
繊
維
、
衣
服
）、
非
貿
易
財
産
業
（
建
設
、
運
輸
通
信
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
）
の
三
者
の
間
で
生
産
性
格
差
が
大
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
、
輸
入
増
大
、
規
制
緩
和
を
テ
コ
と
し
た
比
較
劣
位
産
業
と
非
貿
易
財
産
業
の
再
編
‖
低
コ
ス
ト
化
・
生
産
性
向
上
が
わ
が
国
経
済
の
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
、
と
説
い
て
い
た
。
こ
の
時
代
で
も
そ
し
て
現
在
で
も
、
わ
が
国
の
競
争
力
強
化
の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
向
上
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
国
民
生
活
充
実
を
担
う
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
発
展
の
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
の
低
賃
金
・
低
収
入
状
態
の
打
破
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
内
需
拡
大
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
前
提
と
す
る
（
飯
盛
「
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
批
判
」、
政
治
経
済
研
究
所
『
政
経
研
究
』
八
九
号
、
二
〇
〇
七
年
）。
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